～接合科学共同利用・共同研究拠点～

大阪大学 接合科学研究所との産学技術交流会


　開催のご案内　
大阪大学接合科学研究所は、1969年に大阪大学工学部附属「溶接工学研究施設」として設置され、1972年に日本初の工学系全国共同利用の大阪大学附置「溶接工学研究所」として発足しました。そして、1996年に「接合科学研究所」に改組され、2004年に国立大学法人化に伴って国立大学法人大阪大学の附置研究所としてスタートし、2009年に文部科学省から「接合科学共同利用・共同研究拠点」として認定されました。同研究所は、これまで溶接工学・接合科学に関して基礎的・科学的・独創的な研究から産業応用・実用化研究まで広範囲に精力的に展開してきており、溶接・接合分野における世界屈指の研究拠点として認知され、輝かしい実績と伝統があります。

また、私たちの生活を支えている電子・通信・家電機器、医療器具などから自動車、車輌、船舶、宇宙・航空機、建築・超高層ビル、橋梁、エネルギー機器などに至る数多くの製品や構造物は、各種の材料や部材を溶接・接合することによって製造・製作されています。溶接・接合は、「ものづくり」の基盤技術であり、生産加工技術の中核をなしていると言っても過言ではありません。
そこで、大阪商工会議所では、大阪大学接合科学研究所とともに産学技術交流会を開催いたします。本交流会では、同研究所における溶接・接合技術や材料科学に関する多様な研究成果について分かりやすくご紹介いたします。併せて、これらの研究成果に関連する同研究所の研究施設を実際にご覧いただく見学会も企画いたしました。さらに、ご参加いただいた皆様と同研究所の研究員との交流会も開催いたします。企業の研究開発、新事業の創出、新商品の開発などにぜひお役立ていただきますよう、多数の皆様のご参加をお待ち申し上げます。
＜開催概要＞
	日　時：平成２６年１２月４日（木）１３：３０～１７：２０

会　場：大阪大学 接合科学研究所（大阪府茨木市美穂ヶ丘11番1号）
主　催：大阪商工会議所、大阪大学接合科学研究所

参加費：無　料

定　員：３０名（先着順）

申込み：メール（sangyo@osaka.cci.or.jp）又はＦＡＸ（06-6944-6249）よりお申込み下さい。
締　切：平成２６年１１月２７日（木）

ご留意点 参加申込の受理後、１２月１日までにEメール等で「参加証」をお送りいたします。


＜お問い合わせ＞

	(お申込み関連）大阪商工会議所　経済産業部　福田・楠本　 　TEL 06-6944-6300　FAX 06-6944-6249
(会場･講演会関連)大阪大学 接合科学研究所 庶務係長　伊藤　 TEL 06-6879-8678  FAX 06-6879-8689


＜プログラム＞
	13：30～13：40　　開会挨拶
大阪大学　接合科学研究所　所長・教授　　片山　聖二　氏
13：40～15：40　　大阪大学　接合科学研究所の研究成果の紹介
13：40～14：10
「異種材料接合の現状」

大阪大学 接合科学研究所　教授　　中田　一博　氏
＜発表概要＞金属等の無機材料や樹脂・炭素繊維強化プラスチック（CFRP）等の有機材料まで、多様な材料を適材適所で組み合わせて新しい機能部材を作る、いわゆるマルチマテリアル化に必須な異種材料接合技術の現状と最近の研究成果について紹介します。
14：10～14：40

「レーザ溶接・接合の魅力」

大阪大学 接合科学研究所　教授　　片山　聖二　氏
＜発表概要＞レーザは、高パワー密度・高エネルギー密度の熱源であり、溶接・接合の分野では、高速・高生産性の溶接、深溶込み溶接、微細溶接、高機能異材接合などへの展開が期待されている。そこで、レーザ溶接現象を解明した結果とともに、それぞれのレーザ溶接の実用化や研究成果の現状と今後の展開について紹介します。
14：40～15：10

「現象の見える化によって進化するアーク溶接技術」

大阪大学 接合科学研究所　教授　　田中　学　　氏
＜発表概要＞近年、観察・計測機器や数値シミュレーションに代表されるように、アーク溶接で生じる現象の「見える化」技術の進展は著しい。今まで見えなかったものが見えるようになったときのインパクトは極めて大きく、現象を支配している自然法則を瞬間的かつ直感的に捉えることができる可能性を秘めている。ここでは、アーク溶接現象の「見える化」の最前線に触れながら、進化するアーク溶接技術の一例を紹介します。
15：10～15：40
「材料組織観察・評価を基にしたものづくり」

大阪大学 接合科学研究所　教授　　伊藤　和博　氏
＜発表概要＞一例として、溶融溶接した鋼材溶接部に摩擦攪拌プロセス(FSP)を施すことにより疲労寿命を劇的に向上させる技術を紹介する。FSPによる局所的な組織改質は、溶融溶接後に溶接部組織の剛性や靱性を向上させる。安価な溶融溶接の弱点を補い、ツール損耗が少ないこの加工も安価となる。組織改質とそれが機械特性に及ぼす効果の知見を基に新たな手法組合せの可能性を提案します。
15：40～15：50　　～休憩～
15：50～17：20　　施設見学会
レーザ接合、摩擦攪拌接合、３次元Ｘ線内部解析装置等の接合科学研究所保有の研究施設


Ｅ-mail ：sangyo＠osaka.cci.or.jp 

ＦＡＸ：０６－６９４４－６２４９　大阪商工会議所 経済産業部 産業・技術・水ビジネス振興担当 行
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●ご記入頂いた情報は、主催団体からの各種連絡・情報提供のために利用するのをはじめ、講師には参加者名簿として配布します。ご了解いただきますよう、よろしくお願い致します。
